
４	 １	 １０

倉敷市●●町１−１−１
株式会社　埋文住宅
　代表取締役　岡山一郎

記　入　例



倉敷市●●町１２３番地

●●遺跡 １

４	 ４	 １ ４	 ６　 ３０

株式会社　埋文住宅　代表取締役　岡山一郎

倉敷市●●町１−１−１

木造２階建て個人住宅　１棟
　基礎掘削（面積●㎡・深さ●㎝）、柱状改良●本（径●㎝、深さ●ｍ）
　合併浄化槽（●人槽）

150 ㎡

株式会社　埋文住宅　代表取締役　岡山一郎

倉敷市●●町１−１−１

株式会社　埋文設計　　担当：●●●●　TEL086 - 421 - 1234

●●建設株式会社　倉敷太郎

倉敷市●●●１−１



記入（提出）上の注意

●　文化財保護法第９３条第１項の届出の様式です。
●　できるだけ A4 両面印刷でお願いします（難しい場合は片面印刷でも可）。
●　記入の際は、別紙参照にせず範囲内に簡潔に記入してください。

　【表　面】
　・届出日は、裏面の着手時期より 60 日以上前、もしくは空欄でも構いません。
　・届出者が個人の場合はその住所・氏名、法人・会社等の場合は、その名称・代表者の
　　職・氏名、所在地を記入してください。なお、押印は不要です。

　【裏　面】
　・「１ 所在地」　工事予定地の住所を地番表記で記入してください。複数ある場合は、 
	 代表地番外●筆としてください。

　・「２ 面積」　工事予定地の面積、建築物の場合は敷地面積を記入してください。

　・「３　土地所有者」　複数人いる場合は代表者ほか●人としてください。

　・「４ 遺跡の種類〜遺跡の時代」　わからない項目は当センターに問い合わせて下さい。
　　「遺跡の現状」　工事予定地の現状を選択（記入）してください。

　・「５ 工事の目的」　工事内容を選択（記入）してください。
　　「工事の概要」　記入例のように工事計画の内容を具体的に記入してください。建築物
　　　　　　　　　の場合は、基礎掘削の深さ・面積を記載し、パイル・柱状改良など地
　　　　　　　　　盤補強を行う場合は、その数・径・深さ等も記入してください。

　・「６ 工事主体者」　表面の届出者と同じ内容を記入してください。

　・「７ 施工責任者」　実際に工事を行う事業者名等（施工担当者）を記入してください。

　・「８ 着手時期」「９ 終了時期」　それぞれ予定時期をアラビア数字で記入してくださ 
	 い。（●月頃・●月下旬等は不可）

　・「10 参考事項」　届出の委任を受けている場合は、その窓口となる担当者の氏名・連 
	 絡先等を記入してください。

●　添付書類　・位置図（1/2,500・1/25,000 など縮尺が違うもの２種類）
　　　　　　　・工事の内容がわかる図面（平面図・断面図・配置図・基礎伏図・地盤改
　　　　　　　　良図等）
　　　　　　　　　※浄化槽の設置がある場合は、その内容がわかる図面も必要です。
●　提出書類は、正本を２部提出してください。


